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博士学位論文
ミース・ファン・デル・ローエの初期設計作品における表現性に関する研究
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っても消失することはないと思われ、初期設計作品に刻まれた表現 プレイザー自身も 1986年には CADを使ってさらに修正した煉瓦造
性が後にどのような展開を見せていくかは、 これまでほとんど論じ 田園住宅案の一階平面図、立面図を作成している。






































































れらのミースの初期設計作品に注目 していた50 特にカール ・フリー

































































































目的は以下の三つになる。 ここでは飛躍的にモダンな表現となっている。フ リー ドリヒ通り駅
a）三次元的な作品の理解 前高層建築案と対になって評論されるべき対象である。















































などのデータを採取して、ミースの表現手法の分析と評価を行 う I~o 
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研究博物館、 2005年、 24-28頁。また、ヴアノレター ・ベンヤミンは「おそ
らく誰でも気づいたことがあるだろうが、絵とか彫刻とか、いわんや建築
は、実際に見ているよりも写真で見た方が理解しやすし、」とする。ヴアノレ























ペーレンスの$務所を辞める クレー ラ一一ミュラ－I!草案 ハー グ、オランダ
ヴェルナー邸（1912-13) ベルリン、ツェー レンドルフ
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1914 28 ’!U医窓の• ＜白星事）勇E ベルリン、ヴェルダー

















毎年指揮する（1925年まで） アイヒシュテット邸 ベルリン、ヴァンセー 夏『フリュー リヒト』第4骨










•rリング』を創る モスラー邸（1924-26) ベルリン、ノイパー ペルスペルク 6月『G』第3号
3月ドイツ工作連盟lまヴアイゼンホフ デクセル邸案 イzナ
住宅.を鍵案し、その計画責任者と エリアット郡家 ネドリッツ
1925 39 してミー スと契約する． 交通タワ一家 ベルリン
アロイス・リー ルの墓碑 ベルリン、ノイパー ペルスペルク
出版物と展覧会との対応表
ーー ーー 』 フリードリヒ通り駅前裏層建集寒 ガラスのスカイスヲレイパー コンヲリー ト・オフィスピル案 コンヲリー ト進臨圃住宅案 煉瓦造図圃住宅寮
発表年. 1921年 1922年 1922/1923年 1923年 1924年
『フリュ リヒト』 11‘骨（子ヲストあり）1922年夏
『GJ ’~3~ （表紙）1924年6月 創ftJ~（子ヲストあり）1923年7月 ’~2骨｛ァヲストあり） 1 923年目月
文ベルリン蓋僑. 1922年5月 1923年5月～9月 1924年5月～9月
犬養芸術展 1923年透視国展示
パウハウス展覧会 1923年8月四9月 1923年8周回自月






































(6) 石膏模型写真 （図 1－⑥）
図1－① ビスマルク記念碑案、側面図
でZ マ1
図ト② 問、前庭透視図 図ト③ 問、遠景モンタージ
























































































1. 3. c G画像作成と表現手法の分析・評価
(1) c G画像作成
前章で得たデータを三次元CGソフ トに入力し、ミースの透視図






図3① CG画像 。ト④に対応 図3－② CG画像 ：1②に対応
10 






図 ト②は一点透視図法である。これはシンメ トリーの空間形態 品における構図である。
を強調する構図をなし、視点を移動させ、アング‘ルを少し変えたC (1) リール邸の完成写真における構図







ナミックな構図をなす近景の透視図（図 lー ④）となっている。図 1
－③は複写写真なので正確な図面の大きさは分からないが、図 1－④
は現存し76.5×102cmと大きく、また図 lー ⑤はトレーシング ・ベー
ノξー に同じ構図で描かれたものである。このことから図 I⑤は明ら
かに、デザイン的な試行錯誤の途中のスケッチではなく、完成を間






















































































































































































































伝ミー ス・ファン・デ、／レ・口ー ェ』、鹿島出版会、 1987年。 (Franz Schulze，”M 
ies van der Rohe, A Critical Biography”，1985.) ピスマノレク記念碑
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ーェ』、鹿島出版会、1988年、44-46頁。 (DavidSpaeth，”Mies van der R 
ohe", New York, 1985. ) 
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909年にかけての自筆による記録は残されていない。この時期、ブノレー ノ・パウ




クー近代美術館のミ スー・ファン・デノレ・ロー エのアー カイブに保存されているが、
これらのうちの大部分は1921年以降のものであり、また美術館以外の保存状況を
加味しても、初期の作品で生き残った図面はわずかである。参照＝AndresLep 
ik, 'Mies and Photomontage 1910・38’，m Terence Riley (ed.）， ”Mies 
in Berlin＇・，NewYork, 2002, pp.324・329 












ドイツ大使館（ベテノレスプノレク）でも指摘されている。 Stanford Anderson，”Be 
hrens and a New Architecture for the Twentieth Century”， Cambr 




eggi，”Adolf Meyer", Berlin, 1994, pp.79 83, 240 243 













1 Andres Lepik, op, cit. 
＂このリーノレ邸の写真としては、 例えば以下を参照。シュノレツ、前掲書、 28
頁。
" Fritz Neumeyer，’Mies’S First Projet: R怠visitingthe Atmosphere at 
Kloestrli', in: Terence Riley (ed.）， ”Mies in Berlin”，New York, 200 
2, pp.309・317
“Schinkel-Sa皿mlung,Mappe XL Vld, Nr. 32.参照＝MargareteKuh 
n，”Karl Friedrich Schinkel - Lebens・werk, Ausland - Bauten un 
d Entwurfe", Munchen/ Berlin, 1989, pp.60 109 
15シュノレツが指摘している。シュノレツ、前掲書、 51頁。
















築』、鹿島出版会、1996年、 70頁。 (Beatriz Colo皿ina，”Privacyand 




" Philip Cortelyon Johnson，”Karl Friedrich Schinkel im zwanzigsten 
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2. 1. 序 2. 2. 透視図の解析
1921年 11月 l目、 トウルムハウス（塔建築） 株式会社（Turmha (1）透視図描画の妓法
us Aktiengesellschaft）の主催で、ベルリンのSパーン（市内高速鉄 ラフなスケッチを含めて、五つの透視図が知られている （図1)5。
道）フリードリヒ通り駅の北側正面に高層建築を提案する懸賞金付 いずれも建物を中心にしてその一端を強調したものであるが、その
きのアイデア ・コンペ(ldeenwettbewerb）がドイツ建築家協会(BD 中の三つの透視図（図 1－③ー⑤）は構図が近似しており、まずその
A）所属の建築家を対象として公布されるl。二ヶ月後の 1922年 1月 相違点を整理しておく。
2日が締め切 りとされたが、応募数は 144に及び、接況を呈する。
要求されたものは、敷地図（縮尺 1/400）、平面図（縮尺 1/200）、


















































おり、それは不完全に「フリードリヒ通り上の眺め 一一 (BLIK V 





































































































































































E司Ed阜 商・・・・E 宅 ...... 
a・・予~· ・・・・・・・・・・・・ー・司・・
視点3 視点4































































































































l コンベの経過、結果についてはパウハウス ・アノレヒー フとベノレリン工科大
学による次の展覧会カタログを参考にした。”DerSchrei nach dem Tur 
mhaus, Der ldeenwettbewerb Hochhaus am Bahnhof FriedrichstraJ3e 
Berlin 1921/22”，Berlin, 1988. 応募要綱は、 ”Preisausschreiber】der
Tur皿haus・AktiengeselschaftBerlin", Ibid., pp.36・37 
' Bruno Taut，”Fruhlichit”，no.4, 1922, p.124. 「ベルリン・フリードリヒ
通り駅の高層建築プロジェクトJ(Hochhausproje kt for Bahnhof Friedr 




げている。 PhilipJohnson，”Mies van der Rohe", New York, 1978（初
版 1947),pp.22・29. またブレイクも取り上げている。ベーター・ブレイク
著、問中正雄、奥平耕造訳「現代建築の巨匠』、彰国社、昭和42年、 173-
178頁。（PeterBlake，”The Master Builders, Le Corbusier, Mies van 




村明訳 『評伝ミース ・ファン ・デ、ノレ ・ローェ』、鹿島出版会、 1987年、 99
104頁。（FranzSchulze，”Mies van der Rohe, A Critical Biography", 
1985. ) D.スペー ス著、 平野哲行訳 『ミー ス ・ファン ・デ‘ノレ・ロー エ』、
鹿島出版会、 1988年、 56-60頁。（DavidSpaeth，”Mies van der Rohe”， 
New York, 1985. ) Fritz Neumeyer，”Mies van der Rohe, Das kun 
stlose Wort”，Berlin, 1986, pp.25・53.他に以下を参照した。DietrichNe 
umann，’The early designs by Mies van der Rβhe’， m ”Perspecta”， 
no.27, 1992, pp.76・97. Detlef Mertins，’Mies’s Skyscraper ”Project” 
Towards the Rede皿ptionof Technical Structure', in: Detlef Mertin 
s(ed.）， ”The Presence of Mies", New York, 1994, pp.48・67
4 ミースの高層建築案をCGで再表現する試みはすでに見受けられるが、本
論のように設計案の形態分析や透視図の作画条件の吟味を加えたものはな
い。 TechnischeHochschule Dar皿stadt(Hrsg.）， ”Bauhaus, Archi旬kt
ur als Vision＇’，Heidelberg, 1994, pp.44・49 
s資料は、主に以下を参照。③ArthurDrexler(ed.l，”The Mies van der R 
ohe Archive, Volume One", New York & Iρndon, 1986, pp.46・53








6参照＝スペース、前掲書、 60頁。FritzNeumeyer，”Mies van der Rohe, 
Das kunstlose Wort”，Berlin, 1986, p. 26 
7”Der Schrei', p.36 
8 MoMA, Archive: 20.3 MoMAに現存する平面図が三種ある。参照＝Drexl
er, op. cit. 他に印刷物となったやや不整形の一種が知られている。参照＝
”Der Schrei', op. cit 
' MoMA, Archive: 20. 7
to唯一、図！－③の北端部分はガラス面の分節が同じように存在するが、その
位置、角度は平面図のものよりもより鋭角に設定され、同ーとは言い難い。
" Rudolf Wolters，”Stadtmitte Berlin'', Tubingen, 1978, p.193 
＂この視点はSパーンの陸橋の下となるため、実際には当該高層建築はほと
んど見えないが、ここでは陸橋がないものとして表現した。








16所蔵＝Akade皿ieder Kunste, Berlin. Neumeyer, op. cit., pp.28・30 
17”Fruhlichit”，no.4, 1922, p.124 
18 コーリン ・ロウは 「シカゴ ・フレーム」の実利性と比較しながら、ミース
の高層建築案の象徴性を指摘した。コーロン ・ロウ著、伊東豊雄 ・松永安
光訳 『マニエリスムと近代建築』、彰国社、 1981年、 141145頁。（Colin




案に言及し、 Aベー ネ、 Lヒノレベルスアイマーでさえ注目 しなかった。参









































































































図2－② 岡、平面図 図2－③ 問、平面図
＼一
問、平面図スケッチ
図2⑤ 問、立面図 図2－⑥ 同、立面図
23 
にこの計画案を鉄筋コンクリートの柱と無梁板のスラブによる構造 行ってみたが、 十分に一致するものとならず、ある程度合うものを























3. 3. c G再表現とシミュレーシヨン (2）シミュレーション分析











図 1－①②④の模型写真に合わせたアングノレでCG画像を制作し に作成しておく。 視点位置は図 1－②、図 3ー ②に合わせてとる。三次




















c G画像形態A c G画像形態B

































⑪ ① ． ． 







































































































































スペース著、平野哲行訳『ミース ・ファン ・デノレ・ロー ェ』、鹿島出版会、
1988年、60頁。(DavidSpaeth，＇’Mies van der Rohe”，New York, 1985.) 
4 ”Der Schrei nach dem Tur皿hausDer ldeenwettbewerb Hochhaus a 
m Bahnhof Friedrichstra13e Berlin 1921122”，Berlin, 1988, pp.80 85 
Heinrich Laut怠rbach& Jurgen Joedicke，”Hugo Haring・Schriften, E 




6資料は、主に以下を参照。③TerenceRiley, Barry Bergdol，”Mies in B 
erlin", New York, 2002.⑥八束はじめ『ミースという神話 ー ユニヴァ
サーノレ ・スペースの起源』、彰国社、2001年。
図 1・① ”Friihlichit",no.4, 1922, p.122 @:p.187, pl.55 
図 l・②③p. 353, fig. 5 
図1・③③p.353. fig. 6 















9図面資料は以下を用いた。ArthurDrexler(ed.）， ’＇The Mies van der Roh 
e Archive, Volu皿eOne”，New York & Iρndon, 1986, pp.62・68
図 2・① MoMA,Archive: 21.4 
図2・② MoMA,Archive: 21.7 
図2・③ー MoMA,Archive: 21.2 
図2・④ MoMA,Archive: 21.5 
図2・⑤ MoMA,Archive: 21.6 




10 Dietrich Neumann，’Three Early Designs by Mies van der Rohe’in: 
”Perspecta", no.27, 1992, pp.76・97.不便な特徴としては、ロビーの歪ん
だ形態、事務空間と洗面所とエレベーターの近接ぶり、そして建築法規で
は禁止されている円形の非常階段などを挙げている。


















15参照＝ Detlef Mertins，’Architectures of Beco皿ing:Mies van der R 
ohe and the Avant’Garde・，in:Terence Riley (ed.）， ”Mies in Berlin 
”，New York, 2002, p.119 
16図2⑥の『G』誌、第3号の表紙に掲載されたものは21階建てであり、
ここでは対応していない。
1 "Friihlichit", op .cit.，杉本俊多氏訳。
16参照＝註7
19 ドイツ工作連盟ケノレン展（1914年）でのBタウトの 「ガラスの家j、w.グロ






















































るに当たって、透視図に描かれたオフィスピルからの情報だけでは 用的な分割によりその奥行きは 16メートル、両端に 4メートル
不十分である。まずこの建物の外観は画面左側にある別の建物に遮 ずつのキャンティレバーを持ち2本の柱のスパン寸法は8メー ト
29 
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ト』誌、第 4号において、 J.J.P.アウトからは 「コンクリー トの新
しい可塑性においては、下から上に向かつて後退していくだけでな
(2）形態分析 く下から上へ迫り出していくことも可能である16Jというコメント
復元された図面をもとに、この設計案の建築形態を整理し、 CG があり、その影響も考えられる。 「下から上に向かつて後退Jする
再表現のための知見を得る。 建築物としては、ミースの近辺にいた、 P ベーレンスの「AEGタ
(a）古典主義的要素 ービン工場組立ホー／レJ ( 1909-10年）と、 w.グロピウスの「フ
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4. 3. c G画像作成と表現手法の分析・評価
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図1 c G画像 フラットスラブの場合

















































































































































と推測している。参照＝八東はじめ 「ミースという神話一ユニヴァ サーノレ ・










y Designs by Mies van der Rohe’m ”Perspecta’； no.27, 1992, pp.7 
6・97 
3図面、資料写真は以下を用いた。図 l①④ TerenceRiley, Barry Bergd 
34 
oll(ed.），”Mies in Berlin”，New York, 2001, p.120, pp.192-193. 図 l
②③Arthur Drexler(ed.l, "The Mies van der Rohe Archive, Volume 
One", New York & I』ndon,1986, pp.82・83 
4 ”G”，no.I, 1923 
5参照＝フランツ ・シュノレツ著、津村明訳 『評伝ミース ・ファン ・デノレ ・ロ
ーエ』、鹿島出版会、 1987年、 116 17頁。（FranzSchulze，”Mies van 
der Rohe, A Critical Biography", 1985. ) 
6”G”，no. l, 1923 
; Dietrich Neumann，’Three Early Designs by Mies van der Rohe’lil 



















l3 ”G”，no. l, 1923 






"J.J.P.Oud，・Uberdie zukunftige Baukunst und ihre architektonisch 


















2 参照＝AndresLepik，’Mies and Photomontage 1910・38', in: Terence 
Riley (ed.），”Mies in Berlin”，New York, 2002, pp.324・329
ロフリー ドリヒ通り駅前高層建築案でも、透視図においてピノレの全貌は見せ
ていない。
＂参照＝ RichardPadovan，”Machines a mediter", Rolf Achilles, Kevm 
Harrington, Charlotte Myhrum ed.，”MIES VAN DER ROHE AR 
CHITECTS AS EDUCATOR”，Mies van der Rohe Centennial Projec 
t, IIT, 1986所収。
お LudwigMies van der Rohe，’Hochhausprojekt for Bahnhof Friednc 
hstrasse in Berlin', "Fruhlichit”，no.4, 1922. iJ I用＝デヴィッド ・スベ
































5. 2. コンクリー ト造田園住宅案
(1）設計案の復元と CG画像作成




















































































































































































ートヴィヒ ・ミース ・ファン・デル ・ローエ ー レス ・イズ ・モ
これはミースがガラスの透明性よりは反射性という特性に着目した ア』 (1986年）に掲載された一階平面図、立面図から三次元データ




















図10 煉瓦造田園住宅菜、原透視図 （よ）、一階平面図 （下）
図 11 煉瓦造田園住宅菜、スケッチ
図12 復元二階平面図 （左）、一階平菌図 （右）
図13 c G画像 （原透視図に対応）、よ全体、下部分





















































































































が、誇張表現のために建築形態を変形しようとした明らかな痕跡が 組みのト ゥーゲントハット邸の設計等に応用され、 インターナショ
認められることも確かである。それは 1920年代後期には強くなるノ ナル ・スタイノレの確立に貢献する。アメリカ移住後のファンズワー
イエ ・ザッハリヒカイト、機能主義とは方向性を異にするものであ ス邸では構造の最も純粋な形態が追求された九 その経過からすれ




































ip Johnson，”Mies van der Rohe”，New York, 1978（初版1947),pp.30・
33.他に以下を主に参照。フランツ・シュノレツ著、津村明訳 『評伝ミー ス ・
ファン ・デノレ ・ロー ェ』、鹿島出版会、 1987年、109-116頁。 (Franz Sc 
hulze，”Mies van der Rohe, A Critical Biography’＂ 1985. ) Dスベー
ス著、平野哲行訳『ミース ・ファン・デノレ ・ロー ェ』、鹿島出版会、 1988
年、 54頁。 <DavidSpaeth，”Mies van der Rohe", New York, 1985. ) 
Fritz Neumeyer, "Mies van der Rohe, Das kunstlose Wort’： Berl 
in, 1986, pp.25・53. ミースの住宅についてはテーゲトホフの以下の書籍
が詳しい分析を行っており、最も参考になる。 Wolf Tegethoff，”Mies va 







一般にドイツ語で1ま”Landhausin Ei担 nbeton＇’と記載 。参照＝Neumeyer,
op. cit., p.301 
3”G ・ Zeitshrift der ele皿entarenGestaltung”， no.2, Sept., 1923, p. l. 
' Arthur Drexler(ed.），’＇The Mies van der Rohe Archive, Volume One”， 
New York & London, 1986, pp.84・89.図1－①②はMoMA,archive: 12. 
2, 12.3。図4は以下を用いた。TerenceRiley, Barry Bergdoll，”Mies in 
Berlin", New York, 2002, p.191, pl.61・62. 
' Dietrich Neu皿ann，’ Theearly designs by Mies van der Rohe’，in：” 

























＂参照＝KunstbibliothekBerlin，”Funf Architekten aus funf Jahrhund 
erten", Berlin, 1976, p.191.屋外の壁の無限延長という長では煉瓦造田
園住宅案の透視図にも共通する。




移行したとも考えられる。参照＝Tegethof,op. cit., p.54. 
“例えば参照＝Ibid.,p.31 
" K.F.Schinkel，”Sammlung Archit怠ktonischerEntwiirfe”，Neue Ausga 




18図9は以下を用いた。Drexler(ed.),op.cit., MoMA, archive. 12.1, 12.4 
凶 Miesvan der Rohe，”Burohaus”，in：”G”，no. l, 1923 
羽 Karl・Heinz Huter，”Archi回kturin Berlin 190・ l 933”，Dresden, 198 
7, pp.191・214 
＂ ミース自身のつけたタイトノレはない。テーゲトホフは”Landhausaus Bac 
kstein”と記載。 Tegethoff,op. cit 
2図 10は以下を用いた。TerenceRiley, op. cit., p.195, pl.65 
お参照＝FritzNeu皿eyer,op. cit., pp.39 
" Werner Blaser, ＇’Mies van der Rohe The Art of Structure”， New 
York etc. 1965 
＂これは現在ニューヨーク近代美術館（MoMA）のミース ・ファン ・デノレ ・ロ
ーエ資料に保存されている。Drexler(ed.),op. cit., pp.90・93 
＂ここでは透 視図表現の吟味を目的としているので、前記の佐野氏の論文に
あるような比例構成等の問題については不問とする。















＂参 照＝ArthurDrexler(ed.）”The Mies van der Rohe Archive, Vol 
ume Two”，New York & London, 1986, pp.216・245
おシュノレツ、前掲書、 115頁。
34 例えば、 エーステーレンと ドゥースプノレフの共作による 「個人住宅」など。
参照＝GivanniFaneli，”De Stijl”，Bari, 1983, pp.140・ 143 
35”G”， no.2, Sept., 1923, p.l 








向を明確にする。参照＝EdwardR. Ford，”The Details of Modern Arc 





























































































ビスマルク記念碑案とシンケルの「水辺のゴシック大聖堂j との 成した多く の透視図からその過程を分析できた。二十世紀初頭、 他
合成シミュレーションにおいて明らかになったように、そこにはミ のドイツの建築家にとってもガラスをどのように使用していくかと











































































































煉瓦造田園住宅における図面の端まで達する墜もその手法は同じく 直に積み重ねる手法は一方で5構造的な合理性を示して、 「レス ・イ









































































ベーター ・ベーレンス（PeterBehrens, 1868-1940）はアール ・
ヌーヴ、ォーの芸術家として出発し、そこから大変身をとげた建築家
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' Wolf Tegethoff.，”Mies van der Rohe, Die Villen und Landhausproie 
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